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織口・徳川年の人勝IB3となった設楽原決戦。

長裸・設共原の執ぃ

武田信玄の跡をついだ勝頼は、天正3年(1575)5月、1万5子の軍を率い

て長篠城を囲んだ。城主奥平貞昌(後の信昌)は21歳、5百の城兵と共によ

くこれを防ぎ、鳥居強右衛門勝商の決死の働きもあって、織田・徳川の援軍

3万8子は設楽原に進撃し、連吾川に沿って陣地を築き、武田軍の進撃を

待つたも当時最強を誇つた武田軍は、織田・徳川連合軍が放つた多数の

火縄銃の前に敗れ、名将勇士を失った。

この戦いによって武田氏は没落の途につき、織田・徳川の努力は絶対的

なものになった。まさに関ヶ原、小牧・長久手の戦いと共に、日本史上重大な

意味を持つ戦いであつたも



経攻1耳!:述論 革経生二墨二軍ユ翌盈fttF蓋士笠1:耳=
1575(天 正 3)年 5月 (1日暦),武 田勝頼は 1万 5千人の大軍を率いて甲府を

出発 し,西 へと向かいました。目的は武田信玄の死を知った徳川家康の策略によって

家康方に榎返った奥平貞能 ・貞昌親子のうち息子奥平貞昌が籠もる奥三河の要 とも言

える長篠城を武田方に奪還することでした。

この年の 2月 ,徳 川家康は 2年前に武田方を寝返って徳川方についた奥平貞能 。貞

昌のうち息子の貞昌 (当時21歳)に 長篠城を与え武田方の攻撃に備えさせました。勝

頼にしてみれば裏切 り者を許す訳にはいきません。また,徳 川方への寝返 りの代償 と

して人質であった弟奥平仙千代 と許嫁であったおふ うを鳳来寺由の麓で処刑されてい

る奥平貞昌としても,勝 頼に絶対に降伏することはできません。家康にしてみれば,

奥平貞昌は絶対に徳川方を裏切って武田方にはつけないという立場に置かれていると

いう状況を読んでの巧みで冷酷 とも言え

る長篠城への配置でした。徳川 と武田の

二大勢力に翻弄された 『山家三方衆』と

呼ばれる奥三河の小豪族のひとつ奥平家

の衰れさが見えるような気が します。長

篠城を巡る動きは右の年表をご覧下さい。

さて,勝 頼軍の進路は信玄が都を目指

した時と同 じでした。甲府からは現在の

中央自動車道や 」R中 央線が通る八ヶ岳

と南アルプスに挟まれた谷を諏訪湖へと

進みます。諏訪湖の手前で杖突峠を越え

る道を南下 して武国家の拠点の高遠へ,

そこから西た向かい天竜川の広い谷に出

たあとは南に軍を進めます。飯田あたり

までは開けた伊那谷の進軍ですから,大

軍の移動もさほど困難ではなかったと思

われますも しかし,伊 那谷が狭まり天竜

川が深い谷を穿つ前に飯田付近で天竜川

を越え,左 岸に出て天竜峡の狭臨部を越

え奥深い赤石山脈への険 しい道へと軍を

進めると状況は一変 します。幾つもの峠

を越え;深 い容を見下ろす網い道を武田

の大軍は三河に向かって進軍 したのですと

.武田逸徳デilのほぎまで
戦国の長観

1508(永正5)今 川氏親に属する菅沼元成ほ

長篠城を築く.山家二方衆長後菅沼氏.

1560(永禄3)織 圏信長、今川義元を桶挟間

に襲って倒すc

1561(永禄4)城 主菅沼貝景、今川氏真を見

限って松平元康(家康)に従う.

埜569(永禄12)背 沼貞景、徳川家康に属して

今す11氏の紛,11城を攻め天T_山で討死。

1571(元亀2)長 篠城は武田軍 (秋山、天野)

に攻められて降参し武FB信玄に属す。

1572(元亀3)城 主背沼正貞は、武l14軍に属

して三方原で徳川家康軍と戦う。

1573(元亀4～天正元)野 田城を落した信玄

は長篠城で体養、二河から伊那路へかか

るあたりで死去34月 12日、53歳c

徳川家康は長篠城奪回、城主菅沼正貞は

家康に内応したとして武隠軍に韓らえられる

(8月)。武lB軍に属していた奥平景能、景昌

父子は離脱して徳チ|1軍へ投 じる

奥平氏の人質を武臣ど軍処刑c(9月 )

1575(天正3)2月 、徳||1家康は長篠城を奥

平貞晶 (21歳、後の信昌)に与えた。貞昌は

急ぎ城部の修理補強を行う。5月、武田勝

頼来襲、猛攻に耐えて家康の期待に応える。

1576(天正4)長 篠城を現在の新城市へ移

築.家 康は、長女亀姫を信畠(員昌)に 家々

がせ、かねての約束を果たす。
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それでも,こ の険 しいルー トは古代から

『秋葉街道』のひとつとされ,伊 那地方

と遠州 ・三河を結ぶ大切なルー トでした

から,都 を目指 した父信玄 も当然のよう

にこの険 しい道を選んだのです。

中でも難所だったのは 『青崩峠』でし

た。この峠付近は日本を南北に分ける中

央構造線の大断層帯が走っていて,名 前

の通 り青色 (緑色)の もろい岩が露出し

てお り,崩 壊が頻繁におき,旅 人を悩ま

せま した。 (21世紀の今でも,浜 松から

北上する国道 152号 はこの青崩峠の前

後はクルマの通行は不能です。地図には

掲載されていても実際にはクルマが通れ

ない国道 としてTVの クイズ番組に出る

などして,変 に有名ですが,そ れほどの

難所 とも言えます。現在 も青崩峠越えに

は人が歩いて通れる網い道がありますが,

少 し強い雨が降ると崩壊 したり落石があ

ったりと極めて危険なルー トです。 クル

マが通れる道の建設計画はありますが,

なかなか実現 しません。)

青崩峠を越えて南下 した武田軍は北遠

ブ寸‖から三河に入 りました。そ して, 5月

6・ 7日 に豊川の河口近 くまで進出して

吉田城 (現在の豊橋市)を 囲みますが,

翌 8国 には軍を引き返 し長篠城を囲みま

す。長篠城には奥平貞昌と城兵 500が

立て籠 もっていました。

長篠城は大きな城ではありません。 し

か し,南 東を流れる宇連川 (当時は大野

川 と言いました)と 北西から流れる寒狭

ナ||(滝川とも言いました)が 合流地点の崖の上につ

は二つの川がつくる深い谷が天然の堀の役目を果た

くられているため南東側と北西側

しています。また,北 東から北西

大勢力の狭闘で必死に生きた

戦国時代,険 しい出々と深い谷が続

く奥三河を勢力範囲にした三つの小豪

族がありました。これらの豪族の総称

を 『山家三方衆』と呼びました。

O 作 手の奥平氏

○ 田 峰の菅沼氏

〇 長 篠の菅沼氏

の三氏です。        ‐

この奥三河は北の武田氏,東 の今川

氏9・西の松平氏 (後の徳川氏)と いう

三つの強い勢力の重なり合 う地域でし

た。それだけに,弱 小豪族の 『山家三

方衆由は
“
風にそよぐ章

ル
のように,

常に時の強力な勢力に従 うという一見

優柔不断な態度を取るという生き方で

自らの 『家』を守 ってゆこうとしてい

ました。また,こ れら三十氏は様々な方

法で結びつきを強めていました。弱小

豪族にはこうした方法で しか自らの勢

力を守ってゆけなかったのです。

その後,長 篠の菅沼氏は勢力を失い

田峰の音沼氏は武田家 と運命をともに

します。最終的に,武 田方から徳川方

に寝返った作手奥平氏が長篠城に入 り

『長篠の戦い』の功労によって重 く用

いられ,後 に豊後の中津藩の大大名 と

なります。出世のきっかけになうたの

が 『長篠の戦い』だったのです。
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方も深い空堀や土塁で護 られており,攻

めにくく護 りやすい城になっています。

さて,こ れまでは,教 科書や文学作品

などでは 5月 8日 ～ 21日 までの一連の

戦いを 『長篠の戦い』と総称 してきまし

た。 しか し,地 元新城市の 『設楽原をま

もる会』を中心に 『長篠 ・設楽原の戦い』

との名称が定着するようにと努力 してい

ますが,ま だまだ一般的にはなっていま

せん。学者によって,説 が分かれるため

です。そのため,こ の資料 も従来通 り,

『長篠の戦い』で述べています。

5月 8日 ,長 篠城を攻め落 とそうと包

囲攻撃を開始 した 1万 5千人の武田軍と,

そうはさせないと必死で城に籠 もる奥平

貞昌以下 500名 の城兵 との戦いから始

まりました。いかに難攻不落の城とは言

うものの補給路を断たれていますから持

久戦 となると勝敗は明らかです。降伏で

きない立場に置かれた奥平貞昌も最後に

は万策尽きて落城するしかない状況に置

かれました。

一方,長 篠城を囲んだ勝頼を見て
“
チャンス到来

"と
ばかりに行動を開始 したのは

織田信長です。天下統一のために邪魔になる最大の敵である武田の勢力をここで叩い

て一気に弱体化させようという意思があったと思われます。そ して,歴 史に残る激 し

い戦いが緩やかな丘が幾重にもの重なる複雑な地形の設楽原で行われました。練 りに

練つた作戦でこの戦いに勝利 した信長ですが,一 気に武田氏を壊滅させるまでのこと

は考えてはいなかったようです。その証拠のひとつが,設 楽原の決戦でほぼ勝Allが確

かになった段階で,、

「深追いをしてはならぬ !」

と,敗 走する武田軍を追 うことを厳 しくとどめたと史料にあることです6追 撃 して三

河の深い山の中に入れば,地 形に慣れた武田軍の反撃に会い手痛い打撃を負うことが

景線の戦い経過
1675(ヲ《王重3)5月

6・7目 武 田勝頼  吉 圏城 (豊橋市)に
‐通って小ぜりあい。
8日 武 田勝頼 (1万5手)長篠状 (奥平虫

昌、5百)を囲み攻撃開始.
10田 大 手門|ギ

‐
近で戦闘、城兵問外突

出。

11日 豊 川対岸の武田軍、筏で野牛夢卜を
攻撃c城兵も多数死陽するが撃退。

ユ2日 武 殴軍、本丸西隅に横穴を掘り震
入、城兵は逆襲して退ける。

13日 武 田軍は瓢郭を攻撃、花、瓢の兵
は本丸へ引き上tデ。大手門方向に建て
た望楼を城兵rま銃撃で滅壊.

14日 武 田軍総攻撃を城兵死守。鳥屈強

15奮

衛

騒者亀軽暑晶給穐魯亀

43映

横iこ言
上c織 国信長も岡崎到着(泊)3

16日 強 右衛閣は武田軍にlFSわれ、城申
へ援軍到来を告げて傑にされる

18日 織 LIS(3万)、徳サ||(8手)軍 設茶願
募せ着、布陣し陣姓構築.

19田 武 圏軍は軍議、勝頼は諸将の謙章

を容れず、設楽原の敵陣攻撃を決定.
20目 武 日本豚は状の包囲を解き設楽原

へ、徳川軍酒井隊は鳶が巣方向へさ
21日 設 案原で激突、勝頼Fま多くの将 li

を失い残兵に守られて敗走.

- 3 -



予想されたからだと恩います。事実,武 田軍を追って現在の新城市玖老勢地区まで進

出した徳川軍ですが,夜 になつて態勢を立て直した武田軍の反撃を受け逃げ戻るとい

うことになりました。信長はそうした状況を予沢Jして慎重に行動 したのです。

この 『長篠の戦い』の戦いについては従来,鉄 砲 という近代兵器の大量使用という

作戦で望んだ織田 。徳川連合軍とす旧来の騎馬中心の用兵で戦いに望んだ武田軍が激

突 した
“
新旧の激突

"と
いう非常に分かりやすい解釈がなされていました。 しか し,

最近の研究では,ど うも,そ うではないようだ9と いうことが次第に明らかになって

きました。例えば
“
8手艇の鉄砲

"で
す。従来言われていた鉄砲の数 も,本 当に 3千

挺だったのかは明らかではありません。また,史 料によれば,こ の鉄砲隊は信長直属

の部隊だけでなく信長に従 う武将からも集めましたと言ってみれば,統 一の取れた部

隊ではなく
“
寄せ集め部隊

"と
も言えました。ここを,長 い間見過 ごしていたため,

『三千艇の鉄砲の三段撃ち』という虚構が大手を振って歩 くひとつの原因になったよ

うです。そんな疑間も解き明かしてみたいと思います。

武田軍の襲撃の勢いを削ぐための馬防柵を組むために岐阜から兵に丸大を担がせて

設楽原へ入った信長の行動や,信 長に従いつつも自らは最前線に本陣を置いて武田軍

に対時 した家康の行動,長 篠城から脱出して家康のもとに援軍要請のために走った鳥

居強右衛門勝商の行動と壮烈な最期,信 玄以来の老将の進言を聞き入れずに設楽原で

の決戦に挑んだ勝頼の行動など,興 味深い点がある戦いには間違いないようです。

1品主対島暴鰭華謂盟孟島屋整干整墨緊品答督塾盪:窯遼いたか?
球 出 掛 ‖ 土下土村 出 干

ところで,長 い問 『長篠の戦い』については,

「織田 ・徳川連合軍が 3千挺もの鉄砲を馬防柵の後ろに配置 し待ち構えているのに,

武田軍は常勝と言われる騎馬軍国で正面から攻撃 した。 しかし,連 合軍は 3千挺の

鉄砲を三段に分けて使用 し,火 縄銃の欠点である次の発射まで時間がかかることを

克服 して連続発射を行 ったため,ぬ かるんだ連吾川のために行動の自由を失った武

田の騎馬軍団は切れ目なく飛んで来る連合軍の銃弾のため,壊 滅的な損害を受け,

名だたる武将の多くを失ったあげく,つ いに敗走 した ,・ ・。」

とされ,

「この戦いは鉄砲という近代兵器の大量使用という新 しい戦い方をした織田信長が,

騎馬による戦いという旧来の戦法に固執 した武田勝頼に勝ったという点で日本の戦

国時代の大きな分岐点になった戦いである。革新的な織田信長と伝統に固執 した武

田勝頼 とではどちらが勝利するか明らかである 。・・。J

という認識が一腰的な見方でした。

でも,こ れでは織田信長はハイテク技術を積極的に取り入れた先進的で聡明な武将
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であるのに対 して,武 田勝頼は1圏来の戦法に国執する保守的で愚鈍な武将というイメ

ージになって しまいまする本当にそうだったのでしょうか。

今,『 長篠の戦い』については研究が進み,従 来の私たちの認識 とはかなり違った

姿が明らかになってきました。

まず,『 鉄砲隊』VS『 騎馬隊』という,ま るで幌馬車隊を守る騎兵隊に馬に乗っ

たインディアンが襲いかかるという古典的な西部濠Jのような,極 めて分かりやすいイ

メージを私たちが持って来たのはなぜでしょうか。そ して,本 当の 『長篠の戦い』は

そんな単純なものだったのでしょうか。私たちに 『鉄砲隊』VS『 騎馬隊』という単

純にモデル化された戦いのイメージを植えつけた一つの原因が,小 学校から中学校,

果ては高等学校の歴史の教科書のほとんどに掲載されている 『長篠合戦屏風』の写真

(下の写真はその屏風図の一部分です。この部分が,ど の歴史教科書にも掲載 されて

います。)で す。馬防柵の左側から右に向かって一列に並んだ鉄砲足軽隊が一斉射撃

をしている場面ですから,ど なたも思い出されると思います。その鉄砲隊の右に描か

れているのはもんどりうって倒れる多数の騎馬武者の姿があります。

「鉄砲に馬で立ち向かったって,か ないっこないまな ・・・。」

と,子 ども心にも強烈な印象を得たのではないでしょうか。

あの 『長篠合戦屏風』は多少の描き方の違いはあっても,何 枚も残っています。中

でも一番有名なのは犬山城に保存されている 『成瀬家』の屏風図で教科書や参考書,

歴史の解説書などには,こ の 『成瀬家』の屏風図が最も多 く使われています。で,最

も多く使われているから正 しいか,と いうとそうとも言えないのです。
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この屏風図には戦いの模様がダイナミックに描かれています。二人の主要人物であ

る織田信長 ・徳ナ|1家康 ・武田勝頼は見る者全てが一瞬のうちに分かるように描かれて

います じ,両 軍の代表的な武将 もきちんと描かれています。構図も優れています。六

双の屏風のほぼ真ん中に連吾用 と馬防柵が描かれ,そ の左右に攻める武田軍と守る織

圏 。徳川連合軍を描 くという緊追感溢れる構図になっています。また,時 間を超越 し

て,右 下には武田軍が総攻撃を始める大きなきっかけになった 5月 21日早朝の吉田城

城主酒井忠次による 『鳶ガ巣山』奇襲の模様がが描かれています し,右 上には敗走す

る武田軍の殿 (じんがり)を つとめ,勝 頼が寒狭川を越えて逃げて行 くのを確認 した

あと,堂 々と討たれる武由の老将馬場信春が描かれています。言ってみれば,こ の六

双の扉風で 『長篠の戦い』の決戦となった 5月 21日の早朝から午後までの 9時 間に及

ぶ壮烈な死闘の様子が誰にでもわかるようになってぃるのです。

私たちは,こ の屏風があまりに巧みに描かれているため,

「そうか 。・。。戦い↓まこんなふうに行われたのだ ・・。。J

と全面的に信用 してしまったのです。

でも,六 双の屏風に戦いの全てを描きこむことは到底不可能です。そのため,大 胆

な省略が行われています。連吾)ilに迫る武田軍はほとんど全てが騎馬武者です。馬防

梱に迫ろうとする武者もいますが,多 くは馬を倒 され,あ るいは鉄砲の弾を浴びて倒

されています。一方,織 田 ・徳ナii連合軍は鉄砲足軽部隊はたくさん描かれていますが

騎馬武者や弓矢部隊 ・長柄の槍を持った部隊,そ れに徒士部隊はほんの飾 り程度にし

か描かれていません。つまり,織 田 ・徳ナi‖連合軍は 『鉄砲部隊』,そ れに対する武田

軍は『騎馬部隊』と,それぞれを誇張して『鉄砲隊』ys『騎馬隊』セ描いているの
です。様々な戦いが繰り広げられた激しい戦場の様相を極端にデフォルメしたと言っ

ていいほど単純化しているのです。

この屏風の 『鉄砲隊』VS『 騎馬隊』という止手な情報管理に,後 世の私たちもす

っかり臨されてしまったのです。この屏風図は戦い直後につくられたものではありま

せん。戦いそのものが風化 しつつあった江戸時代の初期に,し かも,織 田 ,徳川方の

成瀬家の要請によって描かれたものですから
“
戦場の模様を冷静に見て公平に描く

"

という点でも割り引いて見なければならないのに,私 たちは,こ の屏風図が正しく描

かれていると鎧覚してしまったのです。それにしても,400年 以上の長い問,多 く

の人々を信用させたのですから見事としか言いようはありませんね。
・
しかも,近 代になって,『 三千挺の鉄砲に三段撃ち』VS『 勇猛果敢な武田の騎馬

隊 (ついには騎馬軍団とまで呼び名がエスカレー トした 1)』 の戦闘が長篠の戦いの

最大の特色であり,戦 国時代の撃いの様相を一変させた,と 多くの識者や歴史作家,

さらには学者までが強く主張するようになったため,屏 風図を疑うものはいないとい
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う状態になってしまいました。でも,本 当にそうなのでしょうか

中高年世代の皆様だったら
“
騎馬隊

"と
言えばす ぐ浮かんでくるシーンがあると思

います。それは,ハ リウッド映画の西部濠Jのシーンです。今は,人 種差別,先 住民蔑

視 も基だ しいとして,騎 兵隊とインディアンとの戦いがメインになるような西部劇は

ほとんど製作されなくなりました。 しか し,1930年代～1960年代頃まではジョン ・フ

ォー ド監督 :ジ ョ
・
ン ・ウエイン主演の西部劇が大手を振って歩いていました。その典

型的な名作が,『 駅馬車』でした。裸馬に乗ちて駅馬車を襲 うインディアンの集団,

必死に逃げる駅馬車,も うだめかという危機一髪の時に突撃ラッパの音色が聞こえ,

ラッパ卒を先頭にした騎兵隊が颯爽と登場 ・・・。まさに
付
手に汗握る迫力あるシー

ン
"に

ワクワクしながら銀幕を眺めたものです。

ところで,武 田軍は,こ のようなアメリカの西部濠Jの騎兵隊のように騎馬ばかりの

“
騎馬軍団

"だ
ったのでしょうか。これまで多 くの人はこの西部allの騎兵隊に武田の

騎馬豚をダブらせて長篠の戦いをイメージしていたと言って過言ではないようです。

その証拠に,20年 ほど前に発行 された 『長篠の戦い』の解説本やムックを見ると,連

吾川の右岸に設置された柵に向かって色とりどりの旗をなびかせた騎馬武者の集団が

左岸の丘から駆け降りて連合軍に襲いかかるシーンが描かれています。これはまさに

幌馬車を守る開拓者に襲いかかるインディアンの映画のシーンです。でも,誰 もがこ

のシエンに疑間を持ちませんで した。いま,そ の当時の本を取 り出して見ています。

出版された当時は何も疑間を持ちませんでしたが,今 ,改 めてその絵を見ると何か変

なのです。まず,騎 馬武者がまたがっている馬がどう見てもサラブレッドです。当時

の馬は日本古来の馬ですから,サ ラブレッ ドのような競走馬ではありません。簡単に

言 うなら 『木曽馬』のような脚の短い背丈の低い
“
ズングリムックリ

"の
馬の筈なの

にです。

もうひとつ,数 年前からガイ ドで馬防柵周辺を案内 していて不思議に思 うことがあ

りました。この疑間は回を重ねるごとに大きくなっていったのです。それは,以 下の

3点 です。

① 武 田軍は騎馬で怒濤のように連合軍を攻めたと言われるが,季 節は梅雨末期。ぬ

かるんだ田んぼや連吾川に馬の脚をとられて前進は困難の筈。戦いの素人ならいざ

知 らず,戦 いに慣れた武田軍がそんな無謀な戦い方をしたのだろうか。

② 目 の前に障害になる三重の棚が張 り巡 らされている|のに騎馬だけで攻撃するよう

なバカな攻撃をしたのだろうか。武調軍はそんな無謀な (というより無能な)を 戦

いはしなかった筈。
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③ 武 田は多くの戦いをしているが,『 騎馬軍団』が表面に出てくるのは長篠の戦い

だけ。信玄が家康を完膚無きまでに打ちのめした 『三方が原の戦い』でも,有 名な

『川中島の戦い』でも,騎 馬隊の使用は出てこない。どうも, “鉄砲VS騎 馬
ル

の

戦いを際立たせるためにことさら騎馬隊を強調したのではないだろうか。武田軍は

ここだけ特別に騎馬隊を集中させるようなことはできなかっただろうに ・・・。

以上の 3点です。一方,連 合軍側に立っても疑間が膨らみます。地形がかなり複雑

で左右の見通しはよくない。鉄砲の集中使用は理解できるが,こ んな見通 しの悪い場

所で
“
三段撃ち

ル
と言われるような統率の取れた一斉射撃ができるのだろうか。

ところが,こ れらの素朴な疑間に答を出してくれるような研究成果が近年発表され

つつあります。私の疑間はおかしな疑間ではなかったのです。

品品払経孫盗盃鯰 絡桑編謎籍融途亀:監F孟盤品主主             ‐
最近, “武田の騎馬軍団は虚構である

"と
いう―研究報告がいくつかされています。

そんな
“
天と地がひっくり返る

"よ
うな説をかなリスッキリと解説 している書籍が何

点か発行されています。それらの書物をもとにこれまでモヤモヤとしていた疑間の幾

つかを説明 してみます。

まず,最 初に武田軍は騎馬中心の軍隊編成であったかという疑間です。実は,武 田

軍はそんな偏った部隊編成をしていませんで した。戦闘に臨む軍隊編成は,次 のよう

であったとされています。

まず,『 先手』と呼ばれる先頭集団が軍団の先頭に立ちます。それは鉄砲足軽で編

成される 『鉄砲衆』が先頭に,続 いて弓足軽で編成される 『弓衆』,さ らに長柄の槍

を持 った長柄足軽で編成される 『長柄衆』が続きます。これらの部隊が攻撃の先頭に

立つのです。続いて 『馬上衆』と言われる馬に乗った突撃部隊が続 きます。その後ろ

に大将を取 り囲む 『旗本』が編成 されますが,旗 本 も 『弓 。鉄砲衆』 『長柄衆』を前

面にして,そ の後ろに大将を警護する馬乗の武士 『馬廻』が幾重にも重なり大将 を守

ります。さらに,そ の後ろは情報伝達役の 『使番』 (連絡将校),部 隊の存在を誇示

する 『峨持ち』,必 要な武器弾薬や食糧を運ぶ 『荷駄部隊』とそれを警護する徒士の

武士が続きます。これは極めて合理的な部隊編成です。つまり,武 田軍にも鉄砲隊も

長柄隊も弓隊もあったのです。 しかも,こ こが大切な点なのですが,馬 乗の武士一騎

には多くの徒士の兵が従って小集団をつくっていたのです古ですから,ナ ポレオンの

軍隊や日露戦争の時の日本の騎兵隊のように騎馬だけで集団を編成するとぃうことは

不可能だったのです。つまり,

「騎馬武者だけが一団となって行動するよりも,騎 馬武者は指揮官 として徒歩武者を

率いて戦 うのが普通だった」
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ということです。それが,ぃ つの間にか
“
武田軍=騎 馬軍団

ル
とぃぅ実際にはあり得

ない虚構の軍編成を私たちは信 じていたのです。

さらに言 うなら,騎 馬は武田軍の象徴ではありませんでした。軍隊編成で騎馬の占

める割合は武田軍が一番少なかったのです。騎馬の割合が一番高いのは関東平野を支

配下におく北条軍でした。少 し考えればす ぐ納得できます。関東平野を駆け回って戦

をした北条軍こそ馬の機動力が必要だったのです

品品路&1盟監塩盗桑孟路晶魚盤豊孟跳:盈:轟'

さらに,お もしろいのは,当 時は,
“
武将が敵に向かって突進する時は下馬 して進んだ

"

のが常識だったようです。これについて,日 本にキ リス ト教を伝えたフランシスコ ・

ザビエルがイエズス会の本部の提出した報告書に記 されているのです。

「この国十(日本)に は馬はいますが,侍 たち.は馬をおり徒士で戦っています 。・。。」

と記述されています。さらに,ザ ビエルの後輩で日本長 く滞在 して室町 ・戦国時代の

日本について詳細な報告をしているルイス ・フロイスは,

「われわれにおいては馬上で戦 う。 しかし,日 本人は戦わねばならない時には馬から

おりる 。。・も」

と記 しています。彼は信長にも謁見 していますから,長 篠の戦い当時の日本の戦闘の

様式が当時のヨーロッパゃ近代の騎兵隊での戦いと違い下馬 して戦 うものであったこ

とを示 しています。

結論から言いますと,当 時の感覚では,敵 が崩れかかった時に追い撃ちをかけると

か,味 方が負けそうになったときに乗って逃げるとかいう場合に馬を使 うことが有効

だと考えられていたようです。いい例があります。三方が原の戦いで壊滅的な敗戦を

した家康は浜松城に馬に乗って逃げ帰 りますが,そ のとき,恐 J怖のあまりに馬上で脱

糞 してしまったことは有名です。このように逃げる時にこそ馬が使われたのです。で

すから, “騎馬武者
"は

あったでしょうが
“
騎馬隊子はなかったと言えるようです。

連吾川を挟んで延々と7～ 9時 間にもわたる長時間の戦いは双方とも徒士の集団が中

心でそれぞれ波のように繰 り出され激突 したと考えられます。ただ,そ うした集団を

防ぐ棚を何重にもつくり,多 くの鉄抱で撃ちかけることを行った連合軍側が有利な戦

いをしたことは予想されますと   |

同 じことは,織 田 。

言えないと思います。

徳川連合軍にも言えます。部隊編成にさ

ただ,武 田軍より多量の鉄砲足軽を持っ

ほどの差があったとは

ていたことは事実です
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が,鉄 砲だけがこの戦いの帰趨を決めたとは言えないようです。

もし,鉄 砲と騎馬の戦いであったなら,ご く短い時間に戦いは終っている筈なのに

実際は9時間近く死闘が繰り広げられたのです。戦死者の数は今となっては正確な数

はわかりませんが,武 田軍は多くの戦死者を出して敗走 しました。 しかし,連 合軍も

かなりの死傷者が出たことは様々な資料で明らかになっているのです。面軍が全ての

武器を総動員して持てる力を振 り絞って激突したのが 『長篠の戦い』の真の姿と言え

ましょう。この解説にも記 しましたが,織 田信長はこの 『長篠の戦い』に際して配下

の大名に鉄砲足軽の動員を要請 しています。そんな寄せ集め部隊に
“
三千縫の鉄砲に

よる三段撃ち
"な

どできる訳はありません。 “鉄砲の三段撃ち
ル

はTvゃ 映画なら迫

力満点のシーンになりますが,実 際には小部隊の足軽部隊がそれぞれの指揮官のもと

で死に物狂いになって撃ちまくったというところでしょう。

なぜ,織 田 ・徳川連合軍が勝利したのかという理由は様々な説がありますから軽々

に断言できませんが,た だ,織 田信長は堺という国際貿易港を支配下に置いていまし

たし,鉄 砲の一大生産拠点の近江の国友村も支配下でした。そうした有利な立場にあ

ったことは見逃せません。また,こ の 『長篠の戦い』に動員した総兵力が武田軍の二

倍以上だったという点にやはり注目したいのです。総力と総力が死力を尽くしてぶつ

かるとしたら,最 終的には物量がものをいいます。太平洋戦争でのガダルカナルの戦

いでアメリカ軍が日本軍を圧allしたのはアメリカには日本に勝る物量があったからで

す。 400年 以上も前の戦争も基本は同じですね。            ‐
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お心 を込 め て

いずれにせよ,戦 いは5月 21日 の設楽原の決戦で織郵 :徳川連合軍が武田軍を完

膚無きまで打ち破り,こ の戦いに敗れた武田家は滅亡へ!と転げ落ちて行きます。日本

の歴史に残る大きな意味を持つ 『長篠 Ⅲ設楽原の戦いよについては語 り尽くされた感

がありますが,こ れから,今 まであまり語られて来なかったととを少 しだけ紹介 して

みたいと思います。

今ち古戦場を歩くと,あ ちこちに下の写真のような看板と碑があり,碑 のまわりは

車が取り除かれ季節の車花が手向けられていることに気づくかと思います。下の写真

は5月 21日 に両軍が激突 した連吾川のそばにある碑で,こ の地で戦死した武田軍の

将のす人甘利信康 (あまりのぶやす)を 祀るものです。連合軍の兵士に囲まれ
“
もはやこれ

まで
"と

敵兵の前で自らの名を名乗 り立ち腹をさばいて果てたと伝えられています。

戦いの後,武 田

から徳川の領地

になったこの地

なのに武田方の

将兵は手厚 く祀

られているので

す。 450年 の

時の流れを超え

て,今 なお故郷

へ戻ることので

きなかった将兵

はこのように手

厚 く祀 られてい

るのです。

ですから,連 合軍 ・武田軍を問わず,こ こで倒れた主だった武将の碑は今なお古戦

場のあちこちに見 られます。また,こ うした名だたる将兵だけでなく,両 軍の戦死者

を祀る 『信玄塚』と呼ばれる大 きな塚があります。そこでは,毎 年のお盆に 『火おん

どり』という鎮魂の火祭 りが行われています。

戦いが終 り,平 和が訪れました。そ して,こ の地の支配者は次々に代わりました。′

そ して 450年 の時が流れました。明治以降の近代化が進む中でも,こ の地の風景は

ほとんど変わりませんでした。

ン
鶴
簿
強
く
臨

≧
義
寵
籠
越
く

畿
睡
鶴
轟

―
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しかし,今 ,

古戦場ば激変 し

ようとしていま

す。それは,こ

の 『設楽原』の

古戦場を貫 くよ

うに 『新東名高

速道路』の建設

工事が急 ピッチ

で進められてい

るからです。こ

の 『新東名高速道路』の御殿場から引佐 (いなさ)ま での静岡県内はほとんど工事が

終り,ま もなく開通します。また,既 に豊田ジャ・ンクションから西へは伊勢湾岸道路
。東名阪道路 ・新名神高速として名称こそ違いますが開通しています。静岡県のに西

端の引佐インターから豊田ジャンクションまでの工事が最も遅れていたのですが遅れ

を取り返そうとばかりに工事が急ぜッチで行われているのです。

その 『新東名高速道路』が古戦場を分断するように通通します。上の写真は須長地

区に姿をあらわした高速道路の橋脚ですと数年後には古戦場の上を多くのクルマが疾

走する筈ですと430年 変化しなからた風景が大きく変わろう―としています。

◎ 連 合軍

織田 信 長

信忠

羽柴 秀 吉

前田 利 家

徳川 家 康

信康

本多 忠 勝

酒井 忠 次

松平 伊 忠

奥平 定 昌

41歳

18歳

38歳

37歳

33歳

16歳

27歳

48歳

28歳

2 0 歳

武田 勝 頼

武田 信 実

穴山 信 君

真日 信 網

29歳

31歳

34歳

3 8 歳

32歳

46歳

43歳

30歳

60歳

昌輝

山県 畠 景

内藤 昌 豊

土屋 昌 次

馬場 信 春
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戦場へ出陣 した将兵は,生 きて戻れるという保証は全 くありません。

特に,普 段は農民とさほど違わない暮 らしをしている身分の低い兵士には
“
自分が

戻 らないと家族はどうなるだろう
"と

いう思いがあるだけに,死 への恐怖心は強かっ

たものと予想されます。そのためす戦いが長引いた り苦戦を強いられたりして兵士の

士気が表えそうになった時に,下 級兵士の士気を高めるとともにス トレス発散のため

に許 した行為があります。それが 『乱暴狼藉』 (らんぼうろうぜき)で した。

「今から,乱 暴狼藉を許す。ただし,刻 限は①O時 までi範 囲は▲▲村から△△村ま

でとする。刻限 ・範囲を守 らなかった者は厳罰に処する ・・・。」

という触れガ将官から発せ られるのです。この触れが出されると下級兵士は雄叫びを

あげて獣のように村に向かって突進 しました。目的は村の食糧や家畜,金 目なものな

どを奪 うことでしたが,女 。子どもも対象になりました。運悪 く見つかった女性は弄

ばされたあげく,子 どもとともに入買いに売 り飛ばされました。私たちには信 じらiれ

ないことですが,軍 団の進軍には物売 り (タバコや酒や菓子などを商 う)や 人買いの

商人がついていたと言われています。 “乱暴狼藉
ル

で得た物品や女性 。子どもはこれ

らの商人に渡され,‐酒やたばこや菓子と交換されたようです。

この時代になると,全 国の湊町や門前町や鉱出にはいわゆる
“
花衡

"が
あり,多 く

の遊女たちがそこで働かされていました。明日をも知れぬ船乗 りや鉱山労働者には,

優 しく接 してくれる遊女たちが唯一の心の拠 り所だったのかもしれません。そうした
“
花街

ル
で生きる女性の一部がこうした 『乱暴狼藉』の末に売 られてきたと考えても

不思議ではないようです。

自軍の士気を高めるためとは言え,随 分勝手な行為ですが,こ うした行為が時々行

われていたようです。ただし,こ の 『乱暴狼藉』は敵地を荒すという作戦の意味 もあ

りましたが,こ うした行為が頻繁に行われると,戦 いに勝ったとしても支配地の農村

は荒廃 し人心は離れて行きます。そのため, “一定時間 。一定範囲
"と

いう制限を設

け,む やみに農民を襲ったり,農 民の収穫物は略奪 しないように規律は厳 しくしたよ

うです。それにしても,戦 場になって土地が荒されるだけでなく財産や人を奪われる

というとんでもない行為を受ける農民は大迷惑です。

農民は座して 『乱暴狼藉』を受けていたのではあり

では,ど のような対応をしたのでしょうか。それは

でした。戦場になりそうだということが予想されると

ません。          ▼
“
逃げて身を隠す

"と
いう方法

,ま ず最初に女 ,子 ども,そ し
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て行動の不自由な老人などの弱者を決められた場所に避難させました。その上で,残

った男たちは農作物 (特に種籾は大切です)を 地下の穴蔵や山際に掘った穴に見つか

らないように隠した上で,農 作業に欠かせない大型の家畜 (馬や年)を 連れ,必 要最

小限の食糧と炊事道具や食器 ・衣類を持って隠れ場所におもむいたのです。

『長篠の戦い』の場合も同じでした。広範囲が戦場になったため,農 民たちの隠れ

場もいくつかあったと想像されますが,そ のひとつが 『出沢 (すざわ)』 地区の奥に

ある雁望の峰々に囲まれた 『小屋ん久保』と呼ばれている地でしたと確かに,そ こは

深い出々に囲まれた窪地で設楽原からも有海原からも長篠城周囲からも見えません。

戦いがすみ,両 軍が撤退するまで農民たちは 『小屋ん久保』でひらそりと身を隠して

いたのです。

1:盈鼻出盤監熟乱盤盟論 盤盪罵盤畠鮨 盆鶴玉品森☆≧革品1岳
“
戦場の村

"は
,古 今東西どこにおいても弱者が大きな被害を受けました。

あの太平洋戦争では,日 本国内で唯一の地上戦が行われた沖縄がそうでした。アメ

リカ軍と日本軍の死闘が繰 り広げられましたが,両 軍の戦死者を合わせたよりも沖縄

県民の犠牲者の方がはるかに多かったのです。ベ トナム戦争でも,日 本が中国に侵攻

した日中戦争でも,古 くはモンゴル軍がヨーロッパに侵攻 した時でも同じでした。

戦国時代の日本では全国いたるところで戦いが行われました。戦いに巻き込まれた

農民には
“
逃げて隠れる

"し
かなかったのです。さらに,追 い打ちをかけたのが,治

安が乱れていたため横行 した野武士や夜盗でした。その様子を私たちにリアルに伝え

たのが,名 匠黒沢明監督の 『七人の侍』です。毎年,秋 になると村を襲 う野武士集団

を防ぐために,農 民がサムライを雇って対応するという実際にはあまり考えられない

方法ですが,リ アルな映像が私たちをワクワクさせました。

では,実 際の農民はどうだったのでしょうか。逃げて隠れてばか りだったので しょ

うか。そうでもなかったようです。武士が強い戦闘集団の時には従順な農民でしたが

一旦戦いに敗れて落ち延びる武士に対 しては情け容赦なく襲いかかるという行動を取

ったのです。これが 『落武者狩 り』です。まるで,傷 を負った大きな野生動物を狙 う

ハイエナのような行為ですが,だ からと言って農民を責めるのは酷です。これは 『乱

暴狼藉』に対抗する農民の唯一の手段だったのです。あの 『七人の侍』でも,三 船敏

郎演 じる菊千代が,農 民たちが隠 し持っていた鎧 ・兜 ・槍 ・弓矢などを六人の侍の前

に ドサッと投げ出し,

「百姓ってのはこんなもんだ !」                      ′

と叫ぶシーンがありますが,真 実の姿だったかもしれません。
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この 『長篠 ,設楽原の戦い』でも,武 士と農民がかかわる悲話が残されています。

そのひとつが望月重氏の話です。簡単に紹介 してみたいと思いますも

1575年 (天正 3年 )5月 21日 の設楽原 (したらがはら)の 決戦で,武 田軍は

壊滅的な敗北をしました。特に,こ の戦いで,信 玄 ・勝頼と二代にわたって従って数

多 くの戦いで武勇を轟かせた有能な武将の多くを失ったことは大きな痛手になり,こ

れが武田氏の滅亡を早めたと言われています。

そうした武将の一人に,信 濃の国望月城の城主 『望月義勝』がいました。望月義勝

(望月重氏とも言います)は 設楽原の決戦で多 くの家臣を失いましたが,戦 死するこ

となく退路を開き,救 郷望月城に向かいました。勝頼や生き残った多くの家臣が寒狭

川筋を遡 り伊那街道を甲斐の国に向かったのに対 して,厳 しい落ち武者狩 りを避けて

主従のたどった道は宇連川沿いの細 く厳 しい道 (現在の国道 151号 )で した。 しか

し,追 手の追撃で次々に家臣を失い,戦 場から60kmほど離れた現在の北設楽 (きたし

たら)郡 の山裾にある御園 (みその)村 の近 くにたどり着いた時には主従は僅か 5名

になっていました。

時は夜になっていました。疲れ果てた主従には夜間に険 しい峠を越えて信濃への道

を歩 く力はもはや残っていませんでした。警戒はしたものの野宿をして夜明けと同時

に峠越えをしようと考え,力 をつけようと二人の家臣が水 と食糧を求めるためにそっ

と一軒の村人の家を訪ねました。対応 した老婆は,

「さぞ,お 困 りであろう。この地は昔から武躍家の領地,大 将がみえるならうちに泊

めてあげようほどに ・・・。J

と,豆 などの食糧を提供するだけでなく,親 切に対応 しました。 しかし,あ まりに調

子のいい対応に不信感を持った家題の一人が様子を伺 うことにしました。案の定,老

婆は重氏の家臣が去るのを確かめると,名 主の元に走 りました。猶予はできません。

明朝には落ち武者狩 りが行われることは必至の状況です。

家臣は急いで望月重氏のもとに走 りました。望月重氏は,

「さもあろう。では夜のうちに逃げられるだけ逃げよう。できることなら,救 郷信濃

の国からの風が吹き通る御園峠までは行きたいものだ 。・・。」

と,馴 れない夜の峠道をたどることにしました。 しかし,峠 に達する前に夜が明けて

しまい,翻‖れた由道を先回 りされた村人50名程に取 り囲まれてしまいました。必死に

戦ったものの家臣は次々に討ち死にし,望 月重氏 も追手に囲まれて しまいました。重

氏は村人に大声で呼ばわりました。

「余は信濃国望丹7RIの国守望月甚八郎重氏である。力尽きてここで死ぬのは残念であ

るが致 し方ない。最後にただひとつ願いがある。余はここで腹を切って死ぬから,
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首は徳川方に持って行き手柄にせよ。ただ,余 の遺体を峠の上に埋めて貰いたい。

余は故郷の信濃からの風の吹いて来るところで眠 りたいのだ。」

望月重氏は言い終わると,村 人たちの前で立ち腹を切って相果てました。ことまで

従って来た家臣も後を通って自害 しました。

落武者の着ている物や鎧 ・兜など所持品は村人たちが先を争って奪い取 り,首 は五

つ揃えて徳川方に送 られました。重氏の最後の願いは聞き入れられませんでした。身

ぐるみ剥がされた 5人 の遺体は藪の中に蹴こまれたまま腐 りはてたのです。

ところが,そ れから一か月半後,7月 になって村は大変なことになりました。村に

悪い流行 り病が (多分赤痢 ?)が 発生 し流行 したのです。まず,落 人を裏切った老婆

の一家が全滅 しました。それだけではすみませんで した。村人が次々に命を落として

行 くのです。村人たちは恐れ戦 きました。

「間違いない,望 月様の崇 りだ !」

「あんなことをしなければよかった。褒美を貰ったのは名主だけ,そ れなのに,村 で

は既に20人が死んだ。まだまだ病の床についている村人はたくさんいる。これから

どれだけ命を落とすかわからない。このままでは村は全滅 してしまう。なんとかし

て,望 月様主従の霊を慰めなければ ・・・。」

村人たちは谷底に散 らばっていた 5人 の遺骨を峠の頂上に運び,奪 ったものは全て

遺骨とともに丁寧に葬 りました。

やがて赤痢はおさまり,村 には再び平和が戻 りました 。・・。その後,し ばらくし

て,御 園峠は誰言うとなく 『望月峠』と呼ばれるようになり,峠 の碑には常に花が供

えられるようになりました。

今 も国土地理院の 2万 5千 分の 1地形図 『見出』を見ると,望 月峠と記載されてい

ます。 【本資料の地図をご覧 ください。】

この話は,新 田次郎の大作 『武田勝頼』の第二巻 『水の巻』に紹介されています。

でも,こ れで終 りではないのです。このな しいできごとの後日談を紹介 してみたいと

思います。

「武田軍は三河の長篠で大敗 した 。・・。と

「あの家でも主は戻って来ない ・・・。」

という噂が甲斐の国,信 濃の国,上 野の国で広が りました。望月重氏の留守を守る

二族 も帰ってこない主,重 氏のことを気づかうものの消息は一向にわかりません。重

氏は武田の本隊と別れ,宇 連川に沿って逃れ御園で主従共々討たれてしまったため消

息が伝わらなかったのです。
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‐戦いが終づてまもなく,望 月家から選ばれた代表一人と従 う者数人が危険を冒して

敵地 となった三河の長篠へと赴 くことになりました。落武者狩 りはまだ続いています

から,農 民に身を隠 しての決死の出発です。ちょうど,重 氏が御園の出奥で打ち捨て

られていた時期に重なるのですが,そ んなことは知る由もありません。

戦場に着きました。あちこちに仮埋葬された侍の上銀頭が幾つも見 られ,真 夏のこ

とですから,そ こからは異臭が漂い,血 糊のついた旗指物が散乱 していました。あま

りの惨状にことばを失いました。それでも,望 月重氏の消患を求める一行は何か手が

かりはないかと戦場を毎日紡径いました。消息はわか りませんでしたが,彼 らがそこ

で見た農民の姿に大きな感動を得たのです。

農民は,国 畑が戦場になり大きな被害を受けたのにもかかわらず,農 民たちは何を

置いても遺体を丁寧に葬ることに汗を流 していました。それがすんでから,荒 された

田をもとに戻 して遅れた田植えを始めようとしていたのです。この戦いで,こ の地方
一帯は武田方から完全に徳川方の地になったのですが,村 人たちは武田方の武者をよ

りねんごろに弔っていました。

「故郷を遠 く離れて命を落としたことはさぞ悔 しかろう。誰も弔ってくれないのだか

ら,俺 たちがやっている 。・・。」

この姿を見て主従は決断 しました。

「御館様始め御一族の方々はこの地で命を落とされたに違いない。どこでどのような

最期を遂げられたかはこれから一生かかって,い や子々孫々にまでかけて必ず明ら

かにしよう。そ して,一 族の霊を慰めるためにここに住み着こう。」

という決断です。武田方についた武将の身分を隠 し,農 民として戦場の片隅にひっ

そ りと住み着いたのです。

それから,400年 近 くの時が流れました。天下統一を成 し遂げたかにみえた織田

信長 も豊臣秀吉 も姿を消 し,日 本を統一 した徳ナ|1幕府 さえ滅びました。古戦場の片隅

で一族の霊を祀っていた望月家はどうなったで しょうか。勤勉なゆえ―にしだいに財を

なしこの地方での豪農として認められる存在になりました。ただ,

『このつづらは絶対に開けてはならぬ』

とされた葛 (つづら)が 望月家当主に伝わっていました。不思議なこの葛に手をつけ

る者はいなかったのですが,大 平洋戦争後,禁 断の葛が開けられたのです。その中た

入っていたのは望月家が武田家ゆか りの家柄を誇る信濃の国の望月家の分家であるこ

とを記 した文書の数々でした。学者の調査 も行われました。

「口伝で代々当主に伝えられていたことでしたが,本 当のことであることを証明する

文書が出てきて驚いた ・・・。J

と,当 時の主は取材に訪れた報道陣に語っています。
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実は,こ の地 (旧鳳来町の長篠城址に近い場所)に 住み着いた望月一族は江戸後期

には宇連川を行き来する!物資の流通を束ねる国船間屋として大きな冨を得ます。そし

て,地 域の交通のために明治になってから街道を整備 し富を地域に還元 しています。

この街道の名は 『望月街道』と呼ばれています。

今→古戦場に近い山裾に大きな家を構える望月家では,毎 年行われている行事があ

ります。それは,望 月重氏の命日とされる日,一 族揃って望月峠へ登るのです。先祖

の望月重氏の霊を慰め子孫が繁栄 していることを報告するためです。

現在,日 本の妃図に望月の名がいくつか見られます。一つ目は,も ともとの望月氏

の拠点であった長野県の中山道の宿場の望月,そ して非業の死を遂げた重氏を祀った

望月峠,さ らには奥三河の街道 『望月街道』です。この三つの地名が互いに関連 して

いることを知っているのはどれだけいるでしょうか。長篠の戦いの古戦場に住む心優

しい人々の多くは知っていますが ・・・。

※ こ の望月家の話を徹底的に調べて事実であることを証明 したのは,長 篠城

llL史跡保存館初代館長の改丸山彰氏の力です。新田次郎は 『武田勝頼』を執

筆する際に,丸 山彰氏を何度訪ねられたとのことです。その取材がベースに

なって,『 水の巻』の
町
落武者哀れ

"に
なっているようです。この項につい

ては丸山氏の著書 :『長篠合戦余話 (長篠戦史資料その五)』 を参考にしま

した。

長篠の戦いでのヒーローは誰でしょうか。

僅か五百の兵で武田軍の猛攻を耐えた奥平貞昌で しょうか。同じく連合軍の将で,

鳶ヶ巣山への奇襲作戦を信長に進言 し,自 ら奇襲部隊の先頭に立って鳶ヶ巣山の奇襲

攻撃に成功 し,連 合軍の勝利に貢献 したた酒井忠次で しょうか。それとも,敗 色濃い

中,主 君武田勝頼を無事に戦場から離脱できるように最も困難な役目の 『殿』 (しん

がり)を つとめ,僅 か700の 手勢で徳川軍の猛追を防ぎ,主 君が無事危機を脱するの

を見て,自 らの首を差 し出じた馬場信房で しょうか。唯一,三 重の馬防棚のうち二つ

まで突破 し,最 後の馬防棚に取 り付きながらも鉄砲で打ち倒された武田軍の猛将土屋

昌次でしょうか。

多くのエ ピソー ドがある 『長篠の戦い』ですが!最 高のヒーローはやはり鳥居強右

衛調勝商かも
・
しれません。彼は,前 述 した将 とは違い軽輩の足軽です。厳 しい言い方

をすれば,単 なる雑兵で使い捨てられる身です。それが,ヒ ーローになったのは!厳
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しい包囲網をかぃくぐって脱出に成功 し, |

城の窮状を家康,信長に伝えたこと,さら |
に,そ れで任務は終了した筈なのに再ぴ城 ■

に戻ろうとして捕まり,死 を覚悟 して城兵 i

に
“
援軍きたる。あと僅かの辛抱

"と
伝え,■

遂には傑刑に処せられたこと,と , 5月 14 :

日～16日のたつた三日間でしたが,彼 の行 =

為全てが濠J的な行動だったことが今なお最
 :

高のヒーローとされる所以かと思います。 |

ところで,包 囲された城を脱出し岡崎に |

向かった使者は鳥居強右衛門勝商iだけでな |

く,も う一人 『鈴木金七』がいたと史料に |

あります。それが鳥居勝商だけがクローズ =
アップされてきたのは,鳥 居勝商の濠J的な I

最期があったからでしょう。 蟹これが真の旗指物では?援

自らの命を賭けてまで城兵に真実を伝えた鳥居勝商の行為は武田軍の将兵にも大き

なインパクトを与えたことは,戦 時中は武躍軍に属 し,武 田氏が滅亡 した後に徳川氏

に仕えた落合佐平次の旗指物に探刑にされる鳥居勝商を描かせたことでよくわかりま

す。この落合佐平次の旗指物が鳥居勝商のイメージとして私たちに深 く焼きついてい

るのです。ところで,こ の旗指物の現物は現在,千 葉県佐倉市にある 『国立歴史民俗

博物館』に所蔵されています。最近,こ の旗指物につぃての研究が進み,従 来の私た

ちの常識をひっくり返す説が発表されました。それは,

「現在,日 本中に流布されている鳥居勝商の裸汗Jの旗指物は天地が逆ではないだろう

か。その証拠は ・・・。」

というのです。つまり,鳥 居勝商は単純な礫刑ではなく,最 も残虐な
“
逆 さ礫

"の
刑

に処せ られたのではないかと言 うのです。一番の証拠は旗の上部にある竿を通す部分

の縫い代が従来 『地』の部分,つ まり疎にされている鳥居勝商の足元にあるのです。

さて,城 を脱出して使命を果たした二人ですが,『 鈴木金七』はその子孫が作手地

区に健在です し,鳥 居勝商の子孫は豊川市市田町に子孫が住んでいます。善提寺であ

る帝田町の清龍山松永寺には鳥居家代々の墓があり,歴 史愛好家が時折訪れて墓前で

頭を垂れて行 くそうです。

そうそう,も うひとつ,鳥 居勝議は脱出成功を伝えるために狼煙を上げますが,狼

煙の伝達速度はどのくらいだったでしょうか。想像以上に早かったのですよ 1

‐１
藩
傘
滋
異
漁
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信玄合地上に布陣。敷走時には初鹿野伝右衛 問尉と土屋右衛門尉昌次の第惣,

が付き従つた。     |

武田信友の長男。小山田信茂の妹婿。

信濃望月城主。武圏信繁の次男。設楽原からの敗走途中に落命したと

甲斐下出城主。右翼隊主将。勝頼の従弟。           |

信濃牧之島城代。右翼隊尭鋒。水野信元 ・佐入商信盛隊と対峰して奮戦すそ

駿 として勝頼を戦場から逃したのち、岡三郎左衛門に討ち取られた。

信濃松尾城主。穴山勢が敗走するなかで孤立し、徳川方の渡辺政綱に討たれたとい々

信網の弟。佐久闘信盛隊と戦い戦死。

佐久聞信盛隊の柵を二重まで打ち校るが、鉄砲で撃たれ戦死。

甲斐上野城主。勝頼の叔父。      ‐

        i  す
  ‐

中央隊主将。勝頼の叔父。|

上野箕輪城代。徳川家康の本陣を目指して突撃したが、朝比奈泰勝に討ち取

れたという。      |

上野安中城主。設楽原で戦死。

設楽原で戦死。     |

信濃小諸城主。勝頼の従弟。

駿河江尻城代。左翼隊先鋒。1500人 の軍勢で徳川勢6000人 を柵内に追い込竜

本多忠勝隊の銃撃を受けて戦死した。

甲斐谷村城主。出県隊のあとをうけて徳川軍を攻撃したが敗退した。

上野国筆城主。具足や指物を朱で統一した赤備えを率いて攻撃した。

信寅の弟。       ′

上野奮塗鼻城主。   |

武田信廉の女婿。    |

遠 江高天神城主。

譜代家老衆300騎 持の重臣。勝頼の補佐役。

三河田峯城主。設楽原での敗戦後、勝頼とともに自城へ入ろうとしたが、留守 `

をしていた叔父定直らの謀叛に遭い、信濃へ落ちていつた。

設楽原で戦死。     |                  |

原虎指し(昌胤とは別の一族)の 長男で横田高松の女婿となる。設楽原で戦死しえ

信濃尼 1飾城代。徳川方松平伊忠を討ち取る。

徳川方の奇襲を受けて設楽原へ敗走、途中の有海原で戦死。

屋代正重の次男。戦死。|

甲斐ナ|1建城主。勝頼の叔父。鳶ケ巣出砦を主将として守備する。徳川方酒井

次らの奇襲により戦死した。

上野和国城主。君が歓操砦を守備、重傷を負い信濃駒 場で死去。

姥ケ 穣
ろ
砦を守備。本多広孝等の軍勢に攻められて戦死。

ン
ン
ン
ン
ン
ン
嬰

盛 ヶ築曲守鶴麟

4武醒信実  尋 644～76

ヤ和躍業繁   ? 4口 +575

続三穣守友  1範 了～75

歳轟嚢幹聾鶴『寵麓蒻赫寵霞議機生軍夫覇韓遷 …2 2 ガ

議 印 貯 長 楚 命 繊 t イヽ 後 叢 景



妊
議
聴
轄

中
爺

わ
羽

筋
姻
賊
柴

に
丹

樺
寵

は
覇

ン轟軍 攘ン

寵圏信景

織躍信患

犠入愚稽盤
基野信元

鑑藤守競

漁家遼昌

稲葉農通

犠々成駿

蘭田tlJ家

河尻秀畿

鶴螢圏盤聾 鶴 ン

籠,ユl家簾

徳メ;,信康

石,lt数王

平岩親苦 ‐

騨原康強

本多愚麟

島思元懸

内藤家長

内藤信成

本多重次

大久擦恐世

害辱8牟～爆綾

岳587～ 82

? ～ 増毎器費

? ～ 塙676

? ～ 襲々 2

? ～ 櫓醒 8

岳るもる～醒器

景韓 9～ 轟

4「o鍵 ～鍵

奇昏27～ 綾

韓録魯毎r_85

1辱2晶～醸

輸687～ C構

1録42～ 増翁16

終録る鍛～7鬱

習 ～ 瑠録9 8

章54塗 れ 程6鶏母

靖る4鶴～ 1鑓

碍も総8～ 16鵜③

碍辱懇静～貿播鶏

青648～ 抵貫婚

鷲落愚～鳴6再盆

者盤 9～ 06

母も8塗～9 4

極楽寺由に布陣。

信長の長男。新御堂由に布陣。

尾張山崎城主。武騒方の馬場 ・莫圏 :土屋勢に押された。

尾張経)|1城主。徳川家康の生母於大の方 (伝通院)の 異母兄。

美濃北方競主。美濃三人衆のひとり3

美濃大壇蹴主。美濃三人衆のひとり氏家直莞 t干塞)の 長男。

美濃曾根城主。美濃三人衆のひとり。長篠の戦いでは朱鎧を着し、朱柄の長

櫨を持つて出陣。信長から 「今の弁慶なり」と費賛された。

尾張比良城主。黒母衣衆として鉄砲隊を指揮した。

尾張荒子城主と赤母衣衆として鉄砲隊を指揮した。

美濃勝山城主。小瀬南庵の 『信長記よによると、信忠の縮佐の役割を,またして

いたという。

近江佐和出競主。滝川―益 ・羽柴秀吉とともに織国勢の右翼に布陣した。

伊勢長島城主。武田信豊 。一条信寵隊と対時。

近江長浜城主。出内笙撃 ・掘尾吉晴 ,中村空氏らを率いて参陣。

弾正山 (現在の断上由)に 布陣。

家康の長男。松尾出に布陣。

‐■毛 ,

三河土霞城主。酒井窓次とともに家康の老臣。

三河坂戸城主。柵を出て敵障へ突議した。

石川数正 ・大須費康高 ・本多忠勝 ,鳥居元忠らと敵陣へ突入を図る。

山県昌景隊の攻撃を鉄砲で迎え撃ち、昌景を討ち取る。

家臣永日謙夫之動らを率い、馬場信春らの軍を綾る。武田の将望月実を討ち取つた。

三河姫小川域主。設薬原での合戦が始まる直前、武田方の馬候を見つけて追撃した。

家長の庶兎、家康の異母弟。大久保忠世らとともに先手の侍大将となる。戦場

における信成の働きほ信長の目にもとまり、信長への拝謁を許された。

「鬼作左」として恐れられた猛将。設楽原で'ま敵7、8備 の中に単節で突撃。敵

将2輪 を討ち取つたが、金身7か所を負傷したうえ右目を失つた。

三河羽根城主。「右府 (信長)の 兵をして先駈たらしむにおいて,ま我君 (家康)

の恥なり」と言い、徳サ|1勢の士気を鼓舞したと伝わる。縮の外に出て、数百

挺の鉄砲で武田軍の左翼先鋒山県畠景隊を攻撃した。

忠世の弟。兄から兵を分かち与えられ、庭下の鉄砲隊を指揮した。

三河長篠城主。500の 城兵で武田軍の猛攻を凌ぐ。徳川方の酒井忠次らの奇襲

に乗じて競から出撃した。

三河国近城主。

三河五井城主。徳川家康から援将として送り込まれた。

三河意圏競主。4000の 兵を率いて薦ケ巣山砦を急襲した。

=河 深溝城主。武醸信葉を討ち瀬る功をあtデたが、追撃中に武園方小山田畠行

の反撃に通い戦死した。

先登して2か所に怪我を負う。左の駿を鉄砲で撃たれ、生涯、弾が機の中にあつ

たという。
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